
冬期の公園のご利用について
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お問合せ・お申し込み

本年も大潟水と森公園を

よろしくお願いいたします

指定管理者：（公財）新潟県都市緑花センター

1月１２日（日曜日）

ちんころづくり
1月１２日（日曜日）

繭玉づくり
五穀豊穣や商売繁盛、無病息災など繁栄を願って作る

繭玉をご自宅に飾りましょう

ちんころとは子犬を意味しています。

子犬や干支、好きなモチーフを米粉で作る縁起物です

時間： 時間：

時間：

会場：

集合場所：

会場：
講師：

参加費：

定員：

参加費：

参加費：

定員：

定員：
事前申し込みが必要です

事前申し込みが必要です

事前申し込みが必要です

公園内 ふんすい回廊

さくらの会の皆さま

5００円

※防寒着の着用をお願いします
※防寒着の着用をお願いします

公園内 ふんすい回廊

1，0００円

２月８日（土曜日）野鳥観察会 園内や朝日池の野鳥を観察してみましょう！

講師：

１０：００～１２：００

日本野鳥の会 会員 古川 弘 様

公園内　公園事務所前

５００円

暖かく動きやすい服装、双眼鏡準備：

２０名　先着順

写真：開催時の様子

写真：作品例 写真：作品例

炊事棟：　   

休憩施設：   

ふんすい：    

⾃動販売機： 

園内：    

4⽉下旬までの間、運転休⽌となります。

3/1∼の開放時間は、午前9時30分∼午後4時00分までとなります。

12⽉から翌年3⽉末までの間、エントランスゾーンのアイスクリーム⾃動販売機と、西口駐車場、

炊事棟の⾃動販売機は休⽌いたします。 エントランスゾーンの⾃動販売機をご利⽤ください。

12⽉から翌年3⽉末までの期間、閉鎖します。

冬期間も開園しております。積雪時は足元に気を付けて安全にご利用ください。

都市
公園の魅力発信！

日程・内容は変更される場合がございます。詳細については、
公園事務所にお問い合わせいただくか、HP等でご確認ください。

Ｖｏｌ．131Ｖｏｌ．131Ｖｏｌ．131

各回 10名
20名

①10：00～　②11：00～ 14：00～15:00
（荒天時は休憩施設)

（荒天時は休憩施設)



園内の、お休み広場ゾーン、自然体験楽校ゾーンでは鳥の鳴き声を聞きわけながら進み、

東口を出て朝日池へと向かいました。

あいにくの悪天候でみぞれも降り、とても寒かったのですが、参加された皆さんは交代で

望遠鏡をのぞき、講師の古川さんに質問をしたり、情報交換をしたりと、とても熱心に観察

されていました。

ハシビロガモが数羽の群れでグルグル回りながらエサを追っていたのが印象的でした。

この日は、鳴き声だけ・・も含め、3３種類ほどの野鳥を観察できました。
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１月・２月のみどころ

公式HPにて新着情報・ブログ更新中
Ｘ・facebookも更新中

⼤潟⽔と森公園 ＠mizutomori

URL http：//ogata.greenery-niigata.or.jp

上越市⼤潟区潟町１３８１
TEL０２５−５３４−６１９０

公式HP指定管理者：（公財）新潟県都市緑花センター

感染症対策について
ご協⼒のお願い

⼿洗い、うがい、咳ｴﾁｹｯﾄを⼼がけ、
３密を避ける等、皆様が安⼼して
公園を楽しんでいただけますよう、
ご協⼒をお願いいたします。

ナニワズ ツバキ オモト ヤブコウジ

かっぱかせ
大潟水と森公園PRキャラクター

別名：夏坊主
秋に新葉と蕾をつけ、
翌春開花し、夏には落葉

花は冬～早春
葉は楕円形で厚みがあり、
表面は濃緑で光沢があり、
縁には鋸歯が並ぶ

オニグルミ

冬芽は羊の顔のように
見える

漢字で書くと「万年青」
1年中葉が青いことから
縁起物とされ園芸種も多く
あります

イベント

開催報告 11月30日（土曜日）

日本野鳥の会 会員の古川 弘さんを講師にお迎えし、

野鳥観察会を開催しました。
野鳥観察会

写真：開催時の様子

秋に赤い実をつけその実が
鮮やかなまま春まで残って
いるので縁起のいい植物と
されている


